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資料館は、JR 平和駅の隣に位置しています。JR 平和駅は快速エアポ

ートが止まらないので、１時間に１～２本しかありません。駐車場もないの

で、交通アクセスは不便かもしれません。 

 

初めに２０分ほど、資料館内を個々に見学しました。資料館は２F にあり

ます。音楽室程度の小規模な展示室ではありますが、資料は充実してい

て原爆の悲惨さが十分に伝わる資料でした。 

 

原爆の熱風でくっついてしまった湯飲み茶碗です。この他にも溶けてし

まった硬貨や屋根瓦、焼けただれた人間の写真などが展示されていま

す。 

 

次に３０分ほど、DVD を視聴しました。原爆投下 10 秒後の衝撃を再現

したものと爆心地１．４㎞で被爆した方の証言やアメリカによる原爆被害の

データを映像化した「人間をかえせ」の DVD２本です。 

 

最後に松本郁子先生による被爆体験の講話を１時間ほど行っていただ

きました。 


